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「日向市総合体育館整備基本計画（案）」に関するパブリックコメントの実施結果について

令和 ４年 ２月 28日
日向市長 十屋 幸平

「日向市総合体育館整備基本計画」の策定にあたり、市民の皆さまから広く意見を募集し、
貴重なご意見をいただきました。
その結果とご意見に対する市の考え方について、下記のとおり、お知らせいたします。

記

１．パブリックコメント
（１）募集期間 令和４年 2月 1日（火）から２月 15 日（火）まで
（２）公表場所 日向市役所 資産経営課及び各支所、市のホームページ
（３）提出者数 74名
（４）ご意見及びご意見に対する市の考え方 別紙のとおり

※いただいた意見について、一部要約している場合があります。
※同様な意見の場合は、市の考え方をまとめて記載しております。
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■日向市総合体育館整備基本計画（案）に寄せられたご意見への回答

ご意見 ご意見に対する市の考え方

◇第１章 基本計画の策定にあたって ２ 基本コンセプト

「子どもたちがスポーツを通じて成長する」という何にも代えがたい成長の機

会を確保するためには、学校の体育館ではなく、競技施設として充実した体育館

が必要です。各種大会の開催を可能とする体育館がないことで、子ども達のスポ

ーツ環境は他市町村と比較して大きく劣っているのが現状です。子ども達の成長

を支える保護者を含めた体育館利用者の声は届いているのでしょうか？

未来を支える子ども達が大きく成長できる環境を整備するのは、私たち大人の

責任だと思います。できるだけ早期の体育館建設をお願いします。

総合体育館は、市民利用を主体とした、地区大会レベルの各種大会時の会場や

スポーツ交流の場としての活用をコンセプトとし、子どもから高齢者まで広くス

ポーツや健康づくりに親しむことができる拠点施設として、また、災害時には、

中長期的な避難所としての役割を果たす拠点施設として、多くの市民に愛される

体育館を目指します。

基本コンセプトの「様々なスポーツ大会が開催され、スポーツ交流やイベント

の拠点となる体育館」に大いに賛同します。私はバスケットをしていますが、既

存施設では各種大会の開催が困難なケースが多いのが現状ではないかと感じて

います。

基本的なコンセプトがしっかりしていて、とても良いと思います。高台で津波

などの災害に対応出来る事や周囲に競技場もあり、複合的な活用ができます。高

齢化が進む中で、多くの人が利用しやすいトレーニングの器具もあると利用者が

増えると思います。早期の完成を願います。

数年前、福岡の知人と体育センターで待ち合わせし、市唯一の体育館として紹

介したところ、苦笑いされたことがある。県内の各市町村も立派な体育館を所有

しており、比べてみると、本市の体育館施設が最低である。本市体育センターは、

自分が中学生の折に建設され、中体連の大会で使用した記憶がある。あれから既

に 50 年以上が経っているわけであるが、今ではメインコートの両サイドのリン

グも使用できず、バスケットを行うには利用価値がない。

また、中学生では年に 2回の中体連主催の大会、他地区からチームを招聘して

の冠杯を毎年計画し開催しているが、全て富島中学校の狭いコートで行ってい

る。県内では、地区中体連主催大会を中学校体育館で実施しているのは日向地区
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の中学生たちだけである。また、冠杯も、高速道路が整備され、県外の強豪チー

ムを招聘して本市で宿泊していただき実施していきたいが、施設の関係上（正規

のコートではないため）恥ずかしく、なかなか招聘できない現状である。県大会

や他地区の冠杯で、県体育館や宮崎市総合体育館、早水体育館等の大きな体育館

で試合を行うことがあるが、感覚が違い、最高のパフォーマンスを発揮できない

ことが多い。練習試合等も、ほとんどが他地区にこちらから出向いている。新し

い体育館が建設されれば、練習はもとより、様々な大会も胸を張って開催するこ

とができる。是非、他県のチームとのスポーツ交流の拠点となる体育館を建設い

ただき、どうか子ども達に広いコートで思いっきり戦わせてあげてください。

①アンケート結果では、利用していない方が 66％いるとの事。市のほぼ中心にあ

り、交通の便が良い現状にても利用率が低いという結果であるのに、交通にて、

やや不便な大王谷に新設する事で利用率が上がると思えない。特にコンセプトと

して、「子供から高齢者まで～」また、「市民の誰もが日常的にスポーツ活動、健

康づくりに親しみ、利用できる体育館」にも記載のある通りであれば、自転車で

も行きやすい場所への計画が良いのではないか。

②「様々なスポーツ大会～」とあるが、中体連等でも種目別で、市内中学校の体

育館を利用している。それぞれの競技団体と相談の上、防災上の計画も盛り込み、

小中学校の体育館の改築等(例：バスケットであれば、財光寺南小学校の設備を

充実等)を行うようにしてみてはどうか。大規模なスポーツや健康づくりの為の

大会等であれば、サンドーム等もあり、大きな予算を使って新築しなくても良い

のではないか。又、高齢者にとっては、身近な学校等で行った方が参加がしやす

いのではないか。

③「災害時の拠点施設」とあるが、災害時の収容人数は新規体育館ではどの程度

の人数を想定されているのか？災害拠点としては、東北大震災等でも、近隣の小

中学校等の体育館が使用されていた。避難の経路、避難手段等を考えた場合、近

くの市立学校体育館を整備し、収容人数等の増員、防災設備の改善を図った方が

良いのではないか。１点集中より、分散しての防災施設の考えから。

建設場所については、基本構想の策定段階において、市街地と大王谷運動公園

に整備する場合の経済性、防災性、利便性等の視点から、比較検討を行い、用地

の確保や市の財政負担、津波などの災害時の対応等を総合的に判断し、大王谷運

動公園に整備します。

学校体育館やサンドーム等の活用については、学校教育施設やスポーツ施設と

しての役割、機能等が異なることから、現在の市体育センターや武道館の老朽化

や利用状況等を踏まえ、建て替えによる総合体育館の整備が必要であると判断し

ています。

総合体育館の避難収容者数は、避難者収容スペースを 3.5 ㎡/人（参考：スフィ

ア基準（「避難所の質の向上」に関する国際基準）とした場合、アリーナで約 500

人と想定し、その他の諸室についても、Ｐ24 に記載のとおり、避難者収容スペー

スとして活用することにしています。

また、備蓄物資については、日向市備蓄計画により、給食センターや小中学校

の空きスペースの活用による分散備蓄としておりますが、総合体育館は、災害時

の拠点施設としての機能を持たせることから、備蓄倉庫の設置や非常用電源設

備、非常用給水設備の整備等によるライフラインの確保等、防災拠点施設として

の充実を図っていきます。
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◇第１章 基本計画の策定にあたって ２ 市民の意向（市民アンケート調査結果）

アンケート結果と同じく、高台である大王谷に建てることに賛成です。最近、

地震があり、災害時のことを考えると、早急に建設を進めていただきたいと思い

ます。

今回のアンケートでは、基本構想で示した市の考え方に｢理解できる｣｢おおむ

ね理解できる｣と回答された方が、約７割であったことから、現施設の老朽化や

大規模災害時の拠点性、土地の確保や建設に対する財源などの観点から、総合体

育館の整備について、おおむねご理解いただいているものと考えております。

今後も、学生や子ども達なども利用しやすいよう、ハード、ソフト一体的な取

り組みを検討してまいります。

アンケート調査結果にもあるように、現在新しい体育館を私たちは希望しま

す。災害時の避難場所として活用できるため、早期完成をお願いいたします。

アンケート調査の結果にもあるように、市民の多くが新しい体育施設及び災害

時の避難所を心待ちにしていることが伺えます。私もスポーツ（室内競技）をす

る者として、新しい体育館で練習や試合ができることを楽しみにしていますの

で、早期完成をお願いします。

日向高校へのアンケートの中でも、新体育館の必要性について、高い共感を得

ていることからも、早急に建設することが望まれます。建設のあかつきには、是

非、学生や子ども達が優先して使いやすいようにして頂きたいです。若者目線で

の建設、運営をお願いします。

◇第 2章 計画条件の整理 １ 建設用地と敷地概要

建設用地については大王谷運動公園水泳場の敷地ということで、国道 10 号線

からのアクセスが良く、また津波災害時の避難施設として十分な海抜高さがあ

り、適切なのではないかと思います。

建設用地は、用地の確保や市の財政負担、津波などの災害時の対応等を総合的

に判断し、大王谷運動公園内の水泳場に整備します。

◇第 2章 計画条件の整理 2 周辺の状況と交通アクセス

大きな大会の開催となると帰路では 10 号線に抜けるまでに渋滞が予想されま

す。市内在住の方は大王谷住宅街の抜け道を使用すると思いますが、市外また県

外の方は体育館からそのまま 10 号線へ向かうと思います。渋滞緩和については

何か対策案をお考えでしょうか？

大会時等の渋滞緩和策について、現在のところ、具体的な検討は行っていませ

んが、今までに大王谷運動公園を活用した大会等で、大きな渋滞が起きた事例は

ないようでありますので、今後、交通警備や迂回路の案内等、ソフト面での対策

について、検討していきます。
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第３章 整備方針 １ 必要諸室等の内容

必要諸室についても充実した内容となっていますので、市民の利用価値は十分

あると思います。県内の他地区と比較しても、日向市は市民体育館という大きな

体育館施設がなく、子ども達の試合も他地区に出向くことが多くありました。地

元の体育館で試合が出来るように、早期体育館建設をお願いします。

必要諸室については、市民検討委員会、市民アンケート調査、各競技団体への

ヒアリング、基本構想との整合性の確認などを行い、計画しています。詳細は、

今後の設計時に検討します。

アリーナの競技機能のうちバスケットコートに関しては、2面取れて壁までの

距離が 5m以上というのは適切ではないかと考えます。(予算が許すのであれば、

より広く、コート数もより多い方が良いですが)

心待ちにしている体育館ですが、サブアリーナを含めて３面あるかと思ってい

ました。何とかサブアリーナを作ってほしいです。

サブアリーナの設置については、武道場をサブアリーナ的に使用できるよう整

備することも含め、市民検討委員会等で検討しましたが、整備場所となる大王谷

運動公園水泳場の敷地面積が限られている中、災害時の拠点機能としての役割を

含め、他の必要諸室との優先性や全体事業費への影響等を考慮し、設置しないこ

ととしています。他自治体の類似施設の状況により、現在計画しているアリーナ

面積（約 1,800 ㎡：47ｍ×38ｍ）であれば、様々な室内競技の地区大会等の開催

は可能であると考えています。

各競技、ある程度の規模の大会が開催できる広さであるかの検討を。サブコー

トの検討。

武道場を他のスポーツ競技と兼用できるよう、広さをもう少し広くして頂きた

かったです。

交流室は、常日頃、お母さんがスポーツをする間、託児室として絵本やおもち

ゃを少々用意しておく部屋として使えると良いと思います。

カフェやミニ図書館等のハード的な整備は、敷地や事業費等の関連から困難で

あることから、交流室をフレキシブルに利用する計画としています。

交流室は、競技者や観戦者などが、自由に待機したり休憩する場所として、ま

た、スポーツ利用だけではなく、多くの市民が気軽に訪れ、交流することができ

るよう、授乳室、キッズルームの設置も含め、市民の誰もが安心して楽しく利用

できる場としての活用を図ります。

また、誰もが安心して利用しやすい施設として、段差の解消、エレベーターの

設置、多目的トイレの設置、音声案内やサイン、多言語対応など、ユニバーサル

デザインに配慮した施設とします。

車いす利用者の方等の乗降に配慮した駐車スペースを整備する計画としてお

りますが、アプローチについては、今後の設計時に、詳細に検討します。

・小さな子どもが遊べるスペース、遊具がほしい。

・トレーニング器具を置いてほしい。

・障がい者トイレ（多機能トイレ）がない。（図面に載っていない）

・多目的更衣室の一つを授乳室みたいにしてみては。

・駐車場（障がい者用）に屋根をつけてもらいたい。（市役所みたいなもの）

・観客席のついたてを透明にしてほしい。→車椅子スペースの設置

・カフェがほしい。（Ｂ型就労を入れるみたいな）

・ミニ図書館→みんなの憩いのスペース
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バスケットコートについて、バスケットゴールは使用時毎回準備しなくてはい

けないか？できれば、備え付けの場所の確保等を考慮してもらいたい。特に少人

数では、準備・かたずけにあまり時間がかかるようでは、気軽に利用できないの

ではないか。

バスケットゴールの仕様については、アリーナ床材等との関連もあることか

ら、今後の設計時に検討します。

①更衣室、トイレはＬＧＢＴＱ等の多様性に配慮したものですか。

②アリーナは、屋内競技のプロ選手の大会が開催できる施設ですか。

③ステージは、ダンスイベントなどが開催できる広さですか。

④ウｵーキングコースは、高齢者が安心して楽しんでいただけるような仕掛けを

してほしい。

更衣室やトイレについては、年齢や性別、国籍を問わず、誰もが安心して利用

しやすいユニバーサルデザインに配慮した設備とし、詳細は、今後の設計時に検

討します。

また、総合体育館は、市民利用をメインとした施設として、県内他自治体の事

例からも適正な規模と判断しています。プロの公式試合は、観客席や照明等の設

備基準が定められていることから公式戦の開催は難しいですが、練習試合やイベ

ント等での活用は可能であると考えています。

ステージについては、壁収納型ステージとしていますが、活用の方法や運営へ

の影響等も含め、詳細は、今後の設計時に検討します。

ウォーキング・ランニングコースは、天候に関係なく、気軽に健康・体力づく

りやウォーミングアップ等の場となるよう、観覧者とウォーキング・ランニング

コース利用者の動線、手すりなどの安全対策、床材等に配慮して計画します。

今回の体育館建設について、日向市の体育館が建設されるということで大変嬉

しく思います。今までは、市に大きい体育館がないことで大きい大会とか開催で

きなくて残念な思いをしていました。中央公民館で 40 年近く前に高校総体がバ

スケットボールの会場として使われましたがその時もバスケットボール設備を

宮崎市から移動してきて開催され、中央公民館が体育館として使用されたのはそ

の時だけだったように記憶しています。宮崎県としてもスポーツ県として前向き

に取り組んでいると思いますので今回を機に素晴らしい立派な体育館が建設さ

れることを期待してやみません。

設備については、バスケットボールコートを二面とったときにステージをとる

スペースがないようで、大会を運営する場合、大会役員席をステージ上に作るこ

とが多いと思いますので、ステージがコート上に出てきてコートのエンドライン

が狭くなると試合運営上厳しいかと思いますので、その点については考慮の余地

があるかと思います。

スポーツは子供からシニアまで一生を通じて楽しめるものです。健康・精神

面・心のよりどころとしても大切なものだと思いますので今回の体育館建設につ

いてはたくさんの意見を取り入れてせっかくの機会ですので予算とか、いろいろ

問題も多いと思いますが市民の期待、要望に応えるべき素晴らしい体育館が建設

されることを希望します。
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施設入り口は、ロータリーにして、ぷらっとバスの停留所を設けるなど、高齢

者が車で来場しなくてよい形にしてほしい。また、施設周辺に遊具を設置して、

小さい子どもが楽しめる環境も整備してほしい。

総合体育館までのアクセスについては、ぷらっとバス等の大型バスの乗降や荷

物の積み下ろしができるスペース、車いす利用者の乗降に配慮した専用の駐車ス

ペースを整備するとともに、自転車やバイク利用者のための駐輪スペースは、自

動車や歩行者との動線が交錯しないよう配置します。

敷地内には、植栽など緑地帯を設け景観に配慮するほか、小さな子どもをつれ

た家族でも、体育館施設利用以外に活用できるよう、市民の交流、憩い・やすら

ぎの場となるスペースを確保し、誰でも気軽に利用できる施設づくりを目指しま

す。

数年に１回あるかないかの大会のために、これだけの規模の施設が必要です

か。そのような大会であれば、県あるいは全国規模の大会でしょう。延岡に建設

中の県体育館を利用すれば、いいのではないでしょうか。過去に、全国高校総合

体育大会が行われ、日向でも女子のバスケットボールが行われました。勿論、大

きな体育館もないときに、市内の小中学校の体育館等で無事に終えることができ

ました。今回の体育館計画は、国民体育大会の開催に向けた計画でしょう。

災害発生時の拠点機能としても位置づけられていますが、ここに巨額の資金を

投入するのではなく、市内各地に災害対策の施設の整備をお願いしたい。我々の

平岩～南部地区においては、津波避難施設は避難タワーは１か所のみです。それ

も財光寺に近い場所に。文化交流センター建設の際にも、体育館として利用でき

るものとして建設されましたが、宝の持ち腐れ・・

体育館の必要性は認めますが、規模の縮小を含めて再考を。

施設規模については、現在の市体育センターや武道館の利用状況や課題、県内

他市の状況等を踏まえ、先進地視察等も行いながら、市民検討委員会等での検討

を経て計画したものです。健康増進や生きがいづくり等の場としての幅広い利活

用とともに、各種地区大会等の開催や災害時の避難拠点としても活用できる、市

民利用を主体とした体育館として、適正な規模と判断しています。

また、津波避難施設については、浸水想定区域内の避難困難地域の解消を図る

ことを目的に整備したところであります。

署名については、現在の体育センターの利用状況を踏まえ、老朽化した体育館

を建替え、安全・安心な場所で、スポーツ活動、大会の開催、さらに災害時の拠

点施設となる体育館を早期に建設してほしいという多くの市民の皆さまの思い

として、承っております。

佐伯市に知人がおり、毎年、佐伯市総合体育館を訪れることがありましたが、

バスケットコートが３面とれる立派な体育館です。2階ギャラリーもあり、座っ

てゆっくり観戦することができました。どうせ作るなら、あのレベルの施設が欲

しいです。今の子ども達に将来残す日向市の財産として、90～100 年使えるよう

な大きな体育館を建設していただきたい。災害避難場所としても、広ければ広い

ほど役に立つのではないでしょうか。数年前、頑張って、署名活動も行いました

が、あれは何だったのでしょうか。是非、立派な体育館を子ども達に。
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予算的にコロナ等で予定していた金額が使えないなら、公式試合が開催できる

規模の体育館（イベント等の使用を想定しない）を最低でも造ってもらわないと、

県内でも北の方は格差がひどいです。県南の体育館の規模は、ご存じでしょうか。

南の方が、スポーツ全般強いのは、設備のせいだと言われても仕方がないと思わ

れますが。

現在、ミニバスケットボールの指導者を行っていますが、学校のコートではエ

ンドラインが壁から 50cm くらいにあり、試合などの場合は、日向ローカルルー

ルで｢一歩踏み出しOK｣という対応を行っています。子ども達は、このルールを

基本の様に思い込み、県大会等で試合中にラインを踏み込んでしまう現状があり

ました。このような正規のコートの体育館で、身近に練習・試合等ができれば、

子ども達もルール認識の改善ができ、楽しめると思いますので、早期の体育館完

成を望んでいます。

なんとか、ハンドボール２面の大きさが欲しいです。

ハンドボール２面の大きさが欲しいです。

大きければ大きいほど人が入るので、多くの人が体育館を利用できると思いま

す。

フットサルコートを２面作ってほしいです。

武道場を大きく、しっかり整備してほしい。

メインアリーナに隣接する会議室を設置し、メインアリーナの状況を把握でき

るように、ガラス張りの面を作って欲しいと考えます。

詳細な設備や諸室のあり方については，頂いたご意見も参考に、今後の設計時

に検討します。

アリーナの壁にバスケットのリングを幾つか設置してほしい。

施設に併設した屋外トイレを設置してほしいです。

更衣室の中に、トイレを作ってほしい。

更衣室の中に、トイレを作ってほしい。日向で大会を開催したいと思う。

１階にも２階にも車イス専用のトイレ、更衣室を増やしてほしい。

会議室と控え室を広くしてほしい。
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第３章 整備方針 ５ 施設整備において配慮すべき事項 （５）水泳場、芝生広場の代替措置への配慮

芝生広場の利用者は、大王谷区民が多いため、大王谷運動公園遊戯広場か大王

町公園を整備し、グラウンドゴルフができる環境にしては。

芝生広場を利用されているグラウンドゴルフについては、近隣の公園の活用を

検討していきますが、それに伴う公園内の整備については、事業費等を考慮しな

がら、判断していきます。

第３章 整備方針 ５ 施設整備において配慮すべき事項 （６）防災拠点施設としての配慮

・災害時の施設利用計画（案）に、食事スペースや炊き出し等の調理スペース、

医療提供スペースも考慮して欲しい。

・避難所、仮設住宅の運営には、水源が必要。防火面も考慮し、配水管 150mm

以上の消火栓を設置した方がよいのでは。

大王谷運動公園の防災拠点としての位置づけを踏まえ、今後、防災関係部局と

協議し、詳細は、設計時に検討します。

災害時、子どもによるストレスが発生する事例を見聞きするにあたり、多目的

室で、子どもを日中遊ばせたりできるようにしていただけるとうれしい。

総合体育館の避難所としての諸室の活用については、乳幼児世帯や高齢者世帯

など、構成世帯毎に避難者収容スペースを割り振るなど、良好な避難環境の提供

に配慮します。

災害時の拠点機能で体育館を使用できることはとても有難く市民として心強

いです。場所的にも津波の心配がないので安心です。有事の際は支援車両がスム

ーズに活動できるブースや、体育館とコネクトできるスペースがあると良いなと

思っています。

総合体育館は、災害時には、備蓄スペースや中長期避難所としての活用をはじ

め、高齢者や障がい者など特別な配慮が必要となる方々にとっても、良好な避難

環境を提供できる「災害に強く、市民が安心して利用できる施設」として整備し

ます。

また、日向市地域防災計画等における大王谷運動公園の防災拠点としての位置

づけを踏まえ、総合体育館を含む大王谷運動公園全体を「災害支援活動拠点」と

し、平常時にはスポーツレクリエーションの拠点、災害時には避難場所や災害応

急対策活動の拠点としての活用等、各施設の連携による防災拠点機能の一層の充

実を図ります。

先月、震度４を観測する地震があり、地震・津波発生時の避難場所等を見直し

ましたが、日向市の避難場所の設置状況に不安を感じています。大王谷の運動公

園に、体育館が、いろいろ便利な機能を持った避難所として整備されることは、

子供がいる世帯として大変ありがたいと思います。なるべく早い建設を希望しま

す。また大きな地震や、津波が来たらと、毎日心配です。よろしくお願いします。

地震や津波などといった自然災害がいつ起こるのか、とても心配しています。

子どもや高齢者、障がい者など様々な配慮が求められる避難者に対応した避難場

所が必要です。できるだけ早く災害時に対応できる体育館を整備して、市民の安

心を確保してください。
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平常時と災害時で分けられているが、市役所本庁舎にて同等の活用が考えられ

る。

防災拠点施設としての機能案、とても素晴らしいと思います。

＊宮崎県内の市で総合体育館が無いのは日向市だけです。新体育館の建設は大賛

成です。ぜひ市民スポーツ拠点の中心施設、並びに防災拠点の中心施設となる『日

向市総合体育館』の建設を早急にお願いいたします。

第４章 事業手法 １ ＰＦＩ等導入可能性調査の結果

第５章 維持管理・運営方針 ２ 運営方針

現在との面積比較による収入を見込んでいるが、大会等以外の市民利用に関し

ては、実際の現使用料と比較し同程度になるようにしてもらいたい。

利用料金については、諸室、備品、空調等の新たな諸室や設備内容に合った適

正な使用料の設定を検討します。また、市民が利用しやすい時間枠や開館時間の

設定、継続的な利用を促すような料金体系（例えば、回数券や月額利用券制度な

ど）の導入など、利用者数や利用頻度を向上させる取り組みを検討します。

また、ｗｅｂ予約システム、キャッシュレス決済の導入、ｗｉｆｉの整備等、

利便性の向上と運営の効率化を図ります。

せっかく出来上がった施設も、利用しづらいものであっては意味がありませ

ん。料金設定や予約システムは、様々な自治体の取組を参考にして、工夫を凝ら

してほしいと思います。

第６章 事業スケジュール

現在の市体育センターの老朽化状況、災害拠点の現状を踏まえ、少しでも計画

の前倒しをしてもらいたい。

整備スケジュールについて、現施設の老朽化等を踏まえ、早急な建て替えが必

要なことは十分に認識しておりますが、他市の事例等から、令和４年度より事業

者選定に約１年、設計・建設に約３年を想定しており、令和８年度の供用開始と

なる見込みです。
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その他（基本計画全般）

日向市総合体育館整備基本計画(案)について一通り拝見させて頂きましたが、

予算ありきでの後付けの基本計画である点は否めません。もちろん行政といえど

も予算を考慮しての事業である事は当然ではありますが、民間であれば必要性に

応じて費用の削減、撤退すべき事業の見直し等を行い設備投資等を行っていきま

す。今回の体育館建設に関しては、何を目的として建設するのか不明確であるよ

うな気がします。まず、【目指す姿】として「 幅広い世代の市民が、スポーツに

親しむことができる環境を整備するとともに、競技団体 との連携を図り、競技

力の向上を目指します。」とありますが、「幅広い世代の市民」が体育館を利用す

る日は当然ながら限られてきます。同時に利用できるのは計画の面積からして困

難ではないかと思われます。また、障害をもった方達に対しての配慮があること

は当然ですが、バレーコート 3 面、バスケットボールコート 3 面の面積で障が

い者スポーツに配慮しているようには思えません。また、地区大会、県大会以上

の大規模な大会の会場としてとありますが、計画のコート面積、観客席数で開催

が可能であるのか疑問が生じます。災害時の拠点施設である点も同様です。巨大

地震が起こった際の日向市内の避難者数を考慮し、長期の避難場所として、その

程度の広さで避難拠点として活用できるでしょうか。

現状の体育館については建て替えが必要ではありますので、新たな体育館建設

は必須事項ですが、今一度、活用方法等を考慮し御一考頂けますと幸いです。

総合体育館の整備については、現在の市体育館センターの老朽化や利用状況、

また、最近、全国的にも頻発している大規模災害時の防災拠点施設としての観点

からも、市民の安全・安心を最優先に確保する必要があります。

このため、本基本計画については、令和元年度に策定した｢日向市総合体育館

整備基本構想｣の基本コンセプト、導入機能、施設規模、建設場所などの基本的

な考え方に加えて、敷地面積や他自治体の事例も参考にしながら、市民検討委員

会等において、機能や諸室等について詳細な検討を行っています。

また、建設事業費については、今後の財政状況等を踏まえながら、市が求める

機能や品質を確保するとともに、維持管理運営費も含めたトータルコストの縮減

も含め、基本設計・実施設計の中で、具体的な検討を行っていきます。

①プールコンクリート破砕礫及び残土は、域外に撤去せず、プール北側の市有地

に埋め、周囲の雑木林の整備を含めて造成し、北側に迂回道路を新設する。

②大規模災害時には仮設住宅３か所、215 棟が予想されているが、これが現実の

場合は、現在の道路事情ではマヒしてしまう。プールを囲む雑木林の地形を利用

して北迂回路の新設が望ましい。

③グラウンドゴルフ場は、高齢者クラブ等において、最も要望が強いものの一つ

である。プール南側の雑木林の活用と花壇の一部削除によって１スペースは十分

可能である。

解体に伴うコンクリート片等については、法令に基づき、適正に処理を行いま

す。造成に伴う残土については、水泳場敷地内の整地で活用する計画としていま

す。

また、災害時の大王谷運動公園へのアクセスについて、ご意見のような状態も

想定されますが、公園全体の整備計画や事業費等の課題があることから、迂回道

路等の整備については、現在のところ、計画はありません。
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イ）私の居住地はプール敷地に隣接しており、地形はもとより、雑木林の四季の

変わりもよくわかる。地区民からは、日射を妨げるので除去してくれとの要望も

ある。

ロ）雑木林も、今回、立地を見直すことで、貴重な資源になるようだ。

ハ）プール場が新設（プール開き）の初泳に私は参加した一人である。此処 10

年、学童の賑やかな声は聞こえない。温水プールなど諸設備がなければ、再び復

活することはない。災害時の活用を考えた新たな施設としては賛成だ。

⇒大地震津波には、大王町２丁目は弱い。大王谷公園登り口の混雑は、予想をは

るかに上回るだろう。

建設予定地から西側を臨むと、田んぼや山並みをバックにＪＲの列車が直進す

る美しい風景が見られます。時々、写真撮影をされている愛好家の方もいらっし

ゃいます。また、10号線からも体育館の存在を知ってもらうために、古い巨木を

整備して、見晴らしを良くすると良いのではないかと考えます。

梶木、大王町２丁目近隣の住民や各事業所の方々が、地震に備えて避難する際、

体育館にストレートで登ることができる歩道を整備していただけると大変あり

がたいです。住民で数年前に一度整備しましたが、高齢者や乳幼児のいる世帯の

方は、かなり厳しいと感じました。

建設場所の造成等については、今後の設計時に検討します。

大王谷運動公園への避難通路については、津波到達時間等を考慮し、安全性や

利便性の観点から、既存のアクセス道路の活用を図ることとしています。

大王谷に体育館、反対します。42 億と言う莫大な金額には、納得出来ません。

富高小学校の体育館、教室、毎日使う所を先に直して下さい。コロナで、皆、大

変な思いをしています。

新型コロナウイルスの影響により、市民の皆さまが生活面や事業面において大

きな影響を受けられていることは、十分に認識しております。市といたしまして

も、状況の変化を的確に見極めながら、一日も早い収束と地域経済の立て直しを

目指し、全力で取り組んでまいります。

また、総合体育館の事業費については、基本計画の段階では、詳細な事業費の

積算は困難であることから、類似団体を参考に試算したところであり、今後の設

計時に詳細に算出します。

学校体育館等の活用については、学校教育施設やスポーツ施設としての役割、

機能等が異なることから、現在の市体育センター・武道館の老朽化や利用状況、

災害時の拠点施設としての位置づけを踏まえ、大王谷運動公園に整備する場合の

・類似団体とあるが、日向市独自での取り組みを考えられても良いのではないか。

それぞれが抱える地域性、問題が違う為。

・市内小中学校体育館の整備(スポーツ面、災害対策等)をした場合の予算、中央

公民館を取り壊しての体育館建築をした場合の予算を検討した場合、現計画の方

が良いとの判断か。当初の計画段階では、現新型コロナウィルス感染は予測され

なかったと思われ、市の財政負担をそちらに振り分けると共に、小さく分散型の

体育館ではいけない理由を知りたい。
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・維持管理費の面でも、教職員の目もあり、新たに委託するよりも経済的にも良

いのではないか。

経済性、防災性、利便性等の視点から比較検討を行い、用地の確保や市の財政負

担、津波などの災害時の対応等を総合的に判断し、大王谷運動公園に総合体育館

を整備することにしています。

財源については、国の補助金等の活用等により、市負担額の軽減に努め、可能

な限りコスト縮減を図るとともに、学校施設等につきましても、老朽化の状況や

安全性等を考慮しながら、適切に整備してまいります。

総合体育館計画については、長い間待ち望んできたのですが、今の体育館では

避難場所にしては狭く、安心出来る場所ではないのは皆さん思っている事と思い

ます。先月の深夜の地震で大王谷運動公園に、避難んした人達がいましたが、い

つあの時以上の地震があるか分からないので早く建設していただきたいです。

また、他の市町村には素晴らしい運動施設がありキャンプやプロの大会が行わ

れますが日向市にはありません。色々な事を見据えて考えて欲しいものです。

総合体育館の整備は、現施設の老朽化の状況や災害時の拠点施設としての役割

を踏まえ、市民の皆さまの安全・安心を確保するため、できるだけ早期に完成で

きるよう、引き続き，丁寧な説明に努めながら、着実に取り組んでまいります。

4歳、6 歳の子供の母です。これから子供たちがスポーツ少年団等に入って、

元気に活動することをとても楽しみしています。大きな体育館ができて、大会に

参加したり、できればプロチームが来たりするようになってほしいと思います。

普段、運動をしようと思っても、最適な環境や場所がないことで諦めることが

ありました。体育館が整備されることで、定期的に運動する機会が増えると思い

ます。必ず来る南海トラフの防災面でも有効だと思いますので、早期建設をお願

いしたいです。

市内の体育館（小中）は、古く、また狭く、ケガの心配がある。子ども達のた

めにも、ぜひとも良い体育館を建ててほしい。

地区大会が出来る程の大きさで、建ててほしい。

日向市役所横の体育館は、築年数も経っており古い。使用する競技も限られて

いる。現在、バスケットの指導をしているが、学校の体育館しか使用できず、少

数チームしか集められない。ぜひ、新しい体育館を建ててもらい、多数のチーム

も集められるような大会等が出来れば、日向市としても活気が出ると思います。
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これからの日向市を背負っていく子ども達が、スポーツに興味を持ち体を動か

す中で、将来、いろいろなスポーツで活躍できる選手が育てば、市民としてうれ

しく思う。子どもが思いっきり体を動かせるスポーツ施設をお願いしたい。

現施設では、規模が小さいので、市民による地区大会等の開催等が難しい状態、

大規模災害（津波等）時の避難場所としても対応できない状況、これらの事から、

総合体育館でスポーツを通じて、子ども達が県内外等の交流ができ、また、高台

に面しているので、災害時においても、近くに野球場等の広場も隣接しているの

で、避難施設としても利用できることから、１日でも早く、体育館の早期完成を

希望いたします。

日向にこれまでなかった規模の体育館で、完成を楽しみにしています。学生時

代からバスケットボールをしていますので、早く新体育館で試合ができることが

楽しみです。地震も多くなり、避難施設としても大いに活躍する体育館だと思い

ますので、早期完成をお願いします。

賛成します。早く建設していただきたいです。

早い完成を願っています。よろしくお願い致します。

早く新しい体育館を造ってほしいです。

早く体育館が出来ることを望む。

いつ震災が起きるか分からない状況なので、早く避難場所がほしいです。

小学校や中学校の大きな大会の際に、朝早くから宮崎・都城まで向かい、夜に

帰ってきています。今後、もっと近場で大会が開けるような体育館があることが

理想的です。

家が海の近くで、避難する場所がほしい。

最近は地震が多く、避難場所の確保が重要だと感じます。新しく安心して避難

できる場所として、体育館が早く完成するとよいと思います。

市民全体の人が使いやすい体育館であってほしいです。防災関係の充実をお願

いしたいです。



- 15 -

※ ご意見を受けての本基本計画（案）の修正はありません。

一人でも多くの人を救うために、避難施設として早急に体育館を建設してくだ

さい。

家が海の近くにあるので、津波で被災した時に避難することになるので、早く

お願いします。

市民の皆様が安心して避難できるスペースがほしいです。

避難するところがないから、早急に作ってください。

日向市には避難場所（高台）がないので、一刻も早く体育館を造ってください。

日向市地域防災計画等における防災拠点地としても示されており、今後、災害

が発生した場合、市民の安全面をサポートすることにつながると思う。そうした

場合、様々な利用方法が考えられる｢総合体育館整備｣は、早急に進めるべき計画

である。

日向には避難場所が少ないので、一刻も早く。

非常にいいと思います。早い完成を望みます。

多くの人が体育館建設を待っています。僕もバスケットボールを小学校から始

め、現在も社会人として頑張っていますが、学校施設などでの使用が限られてい

ますので、市民体育館が早くでき、使用できることを楽しみにしています。早期

完成をお願いします。

現在の体育館よりも高台にできることは、大変喜ばしいことです。災害は、い

つ発生するかわからないので、早急な建設をお願いします。

最近、地震や津波で被害が心配な状況なので、とても心待ちにしています。

また、私自身もスポーツなど体を動かすことが好きで、たくさんの人とスポー

ツをすることを好んでいるので、早期建設をお願いします。

高台に建設されることにより、災害時の避難場所としての役割が大きくなると

思います。南海トラフ等の災害が予想されています。早急に建設されることで、

市民が安全安心で生活できると思います。


